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こんにちは。こういうところに立つ機会がなかなかありませんので、改めまして自己紹
介をさせて頂きます。警視庁の生活安全部少年育成課におります、小松と申します。階級
は警部でございます。先ほどご紹介がありましたように、1990年に警察官を拝命しまし
て、以後、勤務を致しております。経歴としては、先ほどお話がありましたように、交番
の警察官をやり、刑事課の刑事なども長くやっております。また機動隊の方の勤務もして
おります。機動隊におりました時には、あのマイクを持つ仕事―今はDJなんとかとい
われておりますけれども―、マイクで話す雑踏警備などもやっておりました。そのよう
なことをやりつつ、今は少年警察の方に携わっております。
学生の皆さんにお話するようなことではないのかも知れませんが、まず「非行少年」と
は何ぞやという辺りから今一度おさらいしていきたいと思います。ご存じのとおり、非行
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少年というのは刑罰の法令に触れる行為を犯した少年のことを言います。年齢によって犯
罪少年、触法少年、虞犯少年と分かれております。よく「非行少年を補導する」という言
い方がされますが、この言い方は間違いです。非行少年というのは、罪を犯してしまって
いるので、補導のレヴェルではありません。この人たちは、残念ですけど既に罪を犯した
のだから、刑罰法令に則って処罰をしなければならない、あるいは家庭裁判所に送らなけ
ればならない、そういう人たちです。犯罪少年というのは、罪を犯した14歳以上20歳未満
の少年です。犯罪の種別は問わないので、刑法犯はもちろん、覚醒剤取締法とか道路交通
法とかいった特別法に違反した者も全て含まれます。触法少年というのは14歳に満たない
少年です。この人たちは、刑事責任を問えない無能力者であって、法律によって罰するこ
とが出来ないので、家庭裁判所の審判に付す必要がある場合には児童相談所に一旦身柄を
送致するかたちをとります。虞犯少年というのは、ご存じでしょう。虞犯の「虞」は「お
それ」という意味です。（「虞」は現在の常用漢字にない字なので、新聞などでは「ぐ犯少
年」と書かれます。）要するに犯罪者になってしまう虞が極めて高い者のことです。例え
ば、保護者の正当な監護に服さないとか、家に寄りつかないとか、犯罪性のある大人と付
き合っているとか。こうした要件が細かく決まっているのですが、これらに照らして、将
来的には間違いなく犯罪者になってしまう少年、これが虞犯少年です。これらが非行少年
です。
では補導の対象は誰か。それは少年警察活動規則で不良行為少年と呼ばれている人たち
です。そのまま放置すれば非行少年になってしまう。あるいは健全育成に支障が出るおそ
れのあるような行為をする少年のことを不良行為少年と言います。これが補導の対象者で
す。これについては警視庁で全20種類の定義が決まっております。ご存じかも知れません
が、一部を紹介致しますと―、飲酒、喫煙、それから薬物濫用、金品持ち出し。深夜徘
徊、無断外泊、家出という３段ステップ。それから怠学。これは「退学」ではありません
で、いわゆる「学校サボり」ですね。更に、不健全性的行為と言われる行為。風俗営業所
への立ち入り。これは性風俗には限りません。深夜営業所だとかゲームセンターだとか
で、地域指定時間外で遊んでいたりした場合にも全部これに該当します。（ゲームセンタ
ーも風俗営業なんです。）それから、不健全娯楽。例えば競馬をやるとか。ドンキホーテ
などでも、アダルトグッズを売っているコーナーはゾーニングされて立ち入り出来ないで
すよね。そういった場所の中で物色しているのも補導の対象行為になります。秋葉原に行
ったりしますと、一棟全部18禁の本しか置いていないというビルがありますが、そういっ
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たところに出入りしている子もいるので、それらも全て補導の対象です。後は、今問題に
なっているJKビジネスですね。どこかで援助交際をやったり、自分の使用済みの下着を
売ったりする子もいるので、そういう不適切な行為も全て補導の対象行為になっておりま
す。全部で20種類あります。
この後いろいろお話する前に、まずちょっと知っておいて頂きたいということで非行少
年の概況、今年の上半期までの数字をここに入れさせて頂きます。今年上半期の非行少年
の検挙人員は2805名です。対して、不良行為少年の補導人員は１万5792名です。実は、こ
れは共に前年同期比でマイナスになっています。非行少年は６年連続で、不良行為少年は
８年連続で減少しています。いいことじゃないか、と思われるかも知れませんが、一概に
はそうとも言えません。問題なのは中身です。子供の再犯率が非常に高いんです。成人に
比べて子供達が再び同じことをやってしまう再犯率は最新のもので33％くらいです。つま
り、10人悪いことをした子がいれば、そのうちの４人は同じことを短期間のうちにやって
しまう。非常に高い「出戻り率」になっております。内容を見ていくと、街頭犯罪―屋
内犯罪以外の犯罪のことです―がやはり多い。街中や路上で行なう犯罪全体のうち約30
％が子供の仕業です。更に罪種で見て行くと、異様に多いのがオートバイ盗でして、その
92％が子供の仕業です。ほとんど子供しかやらない。それから、自動販売機狙い。焼いた
り、ぶっ壊したり、バルブでこじ開けたりして自販機の中のお金を盗る犯罪ですね。その
87％が子供によるものです。
今困ったことになっているのが、薬物事犯です。例の危険ドラッグとかの関係もあるの
ですが、むしろそれ以外が重大です。上半期ではなく９月末現在の数字で、薬物事犯とし
て当庁管内で検挙された子供は全部で45人います。内訳は、大麻が30人、覚醒剤が11人、
麻薬や向精神薬の違反が２人、その他が更に２人となっております。現在、危険ドラッグ
に関しては、全庁を挙げて、撲滅活動をやっておりまして、かなり根絶やしにして来まし
た。インターネット上の流通もだいぶ減って来て、アングラ化しています。それと「引き
換え」に、大麻が増えています。その流通経路があちこちにあって、これを潰そうとして
も、次から次へと出て来て、なかなか上手くいきません。テレビなどを見ていますと、色
んなところで大規模に栽培していたりしますし、例の高樹沙耶みたいなのが出て来てワー
ワー言っていたりしますので、大麻は本当に困ったことだなと思っております。「大麻」
をキーワードにしてインターネットで検索して頂きますと、先頭の方に出てくるのは「大
麻は実は中毒性が低い」とか「合法化されている国が多い」とか、あるいは「医療に使え
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る」とか、いかにも「実は安全なんだ」と思わせる情報がいっぱい踊っているのがお分か
りになるでしょう。子供たちは自分が興味を持っている対象について、そのように後ろか
ら押してくれるようなものがあると、それが正しかろうが正しくなかろうが、やはり信じ
てしまうのです。実際に大麻をやってしまった子供の話を聴いてみると、「本当は安全な
んだ」とか「日本はなぜいつになっても解禁されないんだ」とか言うんですね。しかし、
薬物というのは、脳に偽りの情報を与えるものなんです。大麻を吸って充足する、幸せに
なるというのは、大麻が脳に「充足する」「幸せになる」という信号を送っているからで
すよね。それが切れて無くなってしまうと、当然不安になります。薬物は一回やったら止
められないというのは、脳がその快感を学習してしまうからです。ちょっとだけだから大
丈夫ということは絶対にあり得ません。このような話を建設的にしていけば、子供たちも
分かるのですけれども、最初にまずインターネットを検索してしまうのが問題なんです。
そこに載っている情報が真実とは限りませんから。真実の情報と偽りの情報とを見極める
眼を持っていないと、インターネット上というのは非常に危ないことになります。―ち
ょっと話が横道に入りましたが、以上、少年非行の概況、今年度上半期の状況をお話致し
ました。
次に、少年非行のメカニズムについてです。なぜ非行が発生するのかというところを知
っておかないと、現場で対応することはなかなか出来ません。現場で子供たちを「こらっ
‼」と叱っておしまいになるようなものではありませんので。少年非行の対策に取り組む
には、少年非行のメカニズムを知っておくことがとても大切なのです。非行の原因は、今
と昔では違いがあります。例えば昭和20年代。その頃の非行は、「生きるための非行」で
した。終戦からの数年間は、戦災孤児による犯罪が急増した時代です。その内容は、「食
べるため」「安全な場所が欲しいから」ということ。つまり生存欲求を満たすために、盗
んだり、自分より弱い者を襲ったり、あるいは安全な場所が欲しいばっかりに、そこに居
る者を追い出したりする者が多くいたのです。ほとんど犯罪に近いのですけれども、た
だ、自分が生きるためにやっていた行為なので、一概に非難するのも難しいのかなとも思
います。
では、現在の非行はどうか。生き残るために悪いことをしている子はどの程度いるので
しょうか。子供に限りませんが、現在の人間が求める欲求とはどのようなものかと考えて
みますと、「関係を満たしたい」欲求がほとんどではないでしょうか。例えば、「居場所が
欲しい」というのがある。学校に居場所が欲しい、家に居場所が欲しい、という。これは
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所属欲求です。「愛されたい」というのがある。友達に愛されたい、親に愛されたい、と
いう。これは愛情欲求です。これらは皆、関係欲求の代表的なものだと思うのです。他人
に認められたい、認めて欲しいという欲求。これは承認欲求です。それから、プライドを
満たしたいという自尊欲求というのもあります。これらも相手がいないと成立しない欲求
なので、対人関係の欲求です。これらの欲求が満たされないから、不満が起きる訳です。
人間は心が常に欲求を持ち続ける生き物ですが、心が欲するままに全てのことが実現する
ようなバラ色の人生って絶対に無いと思うんですね。欲求が満たされなければ、心は正直
ですから、それがストレス、不満になるんです。不満は心の中に不快感情として居座り続
ける。これがマイナスのエネルギーになります。これが色々な要因によって刺激されて発
動したのが、悪いことをする、非行に走る、といった行為です。心の中にある自分の不満
感情、不快感情が最も重要です。非行の原因は何なんでしょうか、家庭にあるんでしょう
か、親にあるんでしょうか、それとも学校にあるんでしょうかといった話題が色んなとこ
ろで出ます。要するに、その人が感じた不快感情の根っこにあるもの、それが原因ですよ
ね。例えば、親から愛されたい、それなのに親は自分のことを無視してばかりいる、全然
世話をしてくれない、ネグレクトされている。そうなると、親から愛されたいという不満
が起こるのは家の中です。或いは学校では、部活動で友達と仲が悪い、でも仲良くした
い、あるいは先生から愛されたい、好きな子と相思相愛になりたい、そういう感情を抱い
ているけれども、それが上手くいかなければ不快感情が起きるのは学校の中のことです。
その人がどのようなタイミングで不快感情を抱くかによって、そこに非行の根が生えてく
ることになります。
では、非行に向かう要因としては具体的にどのようなものがあるのでしょうか。心の中
に不快な感情を持った。それが爆発するのは、１つには、単純にそれが限界を超えてしま
った時です。よく事件の報道で、「むしゃくしゃしたから、やった」「誰でもよかった」と
いう犯人の言動が出ます。この言葉、聞き飽きていますよね。これは、他人の中に自分の
不快感情をぶつけて、それを払拭しようとしているわけです。単純に、「もう我慢の限
界」という訳です。もう１つは学習です。世の中に良いこと悪いこと、様々な情報が溢れ
ています。最近はスマートフォンの普及もあって、良い情報も悪い情報も、検索すればあ
っという間に出てきます。先ほどの大麻など、まさにそうです。大麻は実は安全だなどと
いうのは悪い情報です。こうしたブラック情報を学習した際に、心の中に沈んでいる不快
感情が呼び覚まされるきっかけとなってしまいます。「やってしまおうか…」という悪心
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が起こるのです。しかし、普通であれば、ここで理性が働きます。もし、やったとして、
それがバレたらどうなるだろう、親に叱られるだろう、友達から軽蔑されるだろう、その
うち学校を退学になる、クビになる…。そういう悪い結果を、普通の人は次から次へと考
える。やったら、きっと何か大事なものを失う。それを恐れます。自分が投資したものを
失いたくないという気持ちが生まれます。自分の大切な人、家族や友達などに迷惑をかけ
たくない、という愛情が歯止めになります。あるいは、そもそもそんなことをやっちゃい
けないという良心を持っていれば、そんなことはしません。こういう気持ちは、家族や社
会との絆を意識していれば自然に起こるはずのものです。社会との絆とは、自分が社会と
繋がっているという意識です。それが大変重要な要素になります。もしも、ここで孤独で
あったりすると、歯止めとなるような絆が何も無いことになってしまうでしょう。そうい
う人間は、いとも簡単に何かやってしまう。反省もしない。ただ、絆があったとしても、
不快感情が理性の歯止めを超えてしまうと、どうしてもそれが暴発してしまいます。従っ
て、不快感情がたとえ理性に勝っても、それを包み込む耐性がどうしても必要になってく
る。耐性については、後ほどもう少し詳しくお話させて頂きます。
他にも要因があります。他人との交際の仕方、これを誤ると、非行に向かう要因になっ
てしまいます。どんな人間でも善の面と悪の面があると思います。ここにおられる方々、
完全な善人というのはいないと思います。何かしらの悪の要素を持っていると思います。
私もそうです。誰だってそうなんです。普通は、その人の善と悪―という言い方が適当
でなければ、長所と短所と言い換えた方がよいかも知れませんね―両方含めて、いわば
清濁併せて付き合っていく、それが人間関係です。交際です。しかし、その悪い方面だけ
で付き合うのが不良交友というものです。例えば、部活動で一緒にやっている友達がいる
としましょう。その人と部活動の中で付き合っていればいいのですが、たまに「一緒に万
引きしようぜ」という部分があったりする。そこのところは駄目ということになるのです
が、中にはその悪いところだけで繋がっている人たちがいる訳です。あるいは、働いてい
る子供の場合、暴走族に入って、そこだけで繋がってしまっているケースがある。このよ
うな場合、悪い部分だけで繋がりますから、当然、悪に特化してくることになります。通
常のように、全体ひっくるめて付き合っている場合には、そこに理性が働くので、悪いこ
とは止めさせるような行動をとるものですが、悪い部分だけで繋がっている場合には、そ
もそも最初から悪を是認しているのですから、止めるという方向性が出てこない。悪をな
すことに抵抗感がなくなってきてしまうのです。不良交友の悪いパターンがこれです。
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このように、人間の持つ不快感情がエネルギーとなって、様々な要因とドッキングした
時に、それが問題行動となって発現します。こうした構造を分かっていないと、子供は繊
細なので、一概に出会って「こらっ‼」と怒っておしまいにするわけにはいきません。補
導というのは、字を見て頂くと分かるように、「補」つまり「補う」、その子にとって足り
ないものを補ってあげる。それから「導」つまり「導く」、正しい方向に連れて行ってあ
げる。これが補導なのです。子供はそれぞれに抱えている問題も違っているので、こうし
たことをキチンと整理した上で向き合わないと、上手く「補導」することは出来ません。
さて、漸くここからが本日のテーマになろうかと思います。「新宿少年センターの管轄
現場からみる特徴」をお話します。その前に、まず警視庁の少年センターとはどういうも
のか、ご説明致しましょう。時代を遡って、終戦直後、昭和20年から30年までの10年間、
非行少年、不良少年が蔓延した時代でした。戦災孤児だとか浮浪児とか無職少年とかが多
くおり、食糧不足などに起因する道徳的混乱が発生したことによります。例えば昭和29年
の統計では、東京都内だけで非行少年の数は１万6958人です。これは、昨年（平成27年）
の2.6倍の数値です。不良行為少年に至っては、この昭和29年だけで17万2707人に上りま
した。東京都内だけの数字ですよ。これは、平成27年の4.5倍の数値です。ただ、この時
代の非行は「生き残るための非行」でしたから、一概には語れない複雑な非行形態であり
ます。昭和20年に戦争が終わって、21年からベビーブームが起きます。生き残った人たち
が再び生産を始めるようになって、人口が増えていきます。この時代に生まれた子供たち
が少年になったのが昭和30年代です。この時代は更に荒れました。戦後の混乱時期も一段
落して、生き残るための非行から現在のものに近い非行形態に変わって来ました。例え
ば、先ほど暴走族のことに触れましたが、これは最初の頃はカミナリ族と呼ばれていまし
た。このカミナリ族が昭和30年代に出現しています。あるいは中学・高校あたりにいわゆ
る番長・スケバンという連中が出てきて、生徒たちが徒党を組んで悪さをし始めたのも、
この時代です。覚醒剤などに手を染める子供も、今よりずっと多かったのです。希望を託
されて生まれた昭和21 ～ 22年生まれの子供たちがあらゆる意味で非行を生み出して行っ
たのでした。因みに、昭和38年の統計がありますが、検挙された非行少年の数は３万9558
人、平成27年の６倍です。不良行為少年の数は33万1150人、平成27年の8.6倍です。昭和
30年代は少年非行の大氾濫期となりました。このままでは大変なことになる、ということ
で、昭和36年、東京防犯協会連合会（東防連）が少年を正しく導くために補導する場を作
ろうと提案しました。ここで初めて「補導」という言葉が出てきます。この活動に賛同さ
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れたホテルニューオータニの創始者である大谷米太郎さんという、大谷重工業―この会
社は今ではなくなってしまいましたが―の社長さんが、経団連などにいろいろ呼びかけ
まして、たくさんのご浄財を頂いて、昭和38年に、警視庁で初めての補導場である浅草少
年補導場を開設しました。これが、現在、警視庁台東少年センターと呼ばれております。
その翌年、昭和39年に、新宿少年補導場が開設されます。これが、現在の新宿少年センタ
ーです。補導場は少年センターと名前が変わりますけれども、平成11年までに都内には８
か所少年センターが開設されております。全て少年育成課の附置機関であります。
少年センターが日常どのような活動を行っているのかについて、お話したいと思いま
す。例えば街頭補導。皆さんが補導と聞いて一番よく思い浮かべる姿はこれでしょう。街
中をパトロール致しまして、煙草を吸っているとかお酒を飲んでいるとか、悪さしている
とか、そういう子供を発見し、諭して、必要に応じて保護者に連絡し、「こういうことを
やっていましたので、気をつけて下さいね」と声をかける。これが、補導活動の１つで
す。補導というのは先ほど言いましたように「補い導く」ことなので、これで終わってし
まったら補導にはなりません。そのような子供は家庭で、あるいは学校で様々な問題を抱
えている場合が多いので、そういったものを除去してやることも、実は補導です。これは
少年相談と言って、心理職の専門の先生がおりまして相談に応じています。例えば、少年
相談の中で、その悪いことをしてしまった子供について「家ではどんなふうですか？」と
親に聞いてみるとやはり「家から金品を持ちだして困る」とか「親の躾に従わなくて困
る」とか、様々な問題を抱えていることが分かります。もちろん、親の方からだけではな
くて、子供の方からも言い分を聞きます。そうすると「お父さん、お母さんが、自分の気
持ちを全然分かってくれない」とか「学校で他の生徒と上手くいかなくて、つい煙草を吸
ってしまいました、お酒飲んじゃいました」とかいろいろ原因が出てくると、「ああ、こ
の子の場合は学校生活に問題があったんだな」というのが分かる訳です。相談に来る人そ
れぞれに色んなケースがありますが、それらについては専門の心理職員が対応に当たって
います。
また、少年を取り扱った際に、無職少年というのもいます。学校にも行かない、就職も
していないという少年です。東京都に若年の無職者を扱う若者ハローワーク、略称「ワカ
ハロ」というのがあります。こちらとも提携していますので、そこに紹介という形で連れ
ていきます。何をやったらいいか分からないという子がほとんどなので、そういう場合に
は「ワカハロ」さんがちゃんとジョブセレクトという職業適性検査などもやってくれます
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し、職業訓練もやってくれます。内容によっては就労支援金という東京都からの援助もあ
ります。昨年だけで22名就職させております。これなども補導の１つです。
この他、農業体験というのもやっています。自分で作物を作らせるんです。それも、最
初の畝分けからやらせます。畝を作るには、鍬で土を掻いて、それを横に積まないと上手
くいきません。そこに苗植えをします。苗を植えたら、そこにたっぷり水をやります。畑
の土は浸透性が高いので、作物を通り越して下まで浸みていってしまいます。だから、最
初は溺れるくらい水をかけてやるんです。そういうことも教えながらやります。夏になっ
てくると、いっぱい雑草が生えます。草むしりをやらなければならない。私たちのところ
ではサツマイモを作っていますが、サツマイモというのは蔓がダラッと伸びると、その伸
びたところに芋がたくさん出来てしまいます。それでは１つの蔓に小さい芋しか生らなく
なってしまうので、そうならないために、根っこのところだけ残して全部ひっくり返すん
です。そうすると、上の方は干からびて、再び下の芋だけに栄養がいくようになります。
これを蔓返しといいます。こういうのも、夏の暑い時期に、皆に再集合をかけて、「蔓上
げろ」と言ってやらせます。蔓もサツマイモも生きているので、同じことを何回かやるこ
ともあります。こうやって暑いところで苦労をさせた後は、秋に収穫祭をやります。自分
で採った芋を食べるんです。その場でてんぷらにしたり、豚汁の具に入れたりして。ある
いはJAと提携しているところもあって、そこでは、自分の作った作物を販売させます。
自分で売らせます。自分の作ったものが流通に乗っていくのを体験させるのです。そうや
ることによって、自分のした事が社会に役立つのだと感じさせる。それを食べることで
「食育」にもなります。
工作体験などもやります。例えば私の勤務先では藍染の教室などをやっております。他
のセンターでは、洗濯畳みだとか折り紙教室などもやっております。なぜこういうことを
やるか、といいますと、例えば洗濯畳みは特別養護老人ホームと提携して、そういった施
設の入所者の方の洗濯物を畳んで部屋に持っていかせる。そうすると「ありがとう」と言
われる。そういったところで、自分が必要とされているという認識を持つことが出来ま
す。染物教室もそうで、出来た染物を持って老人ホームとかに慰問にいく訳です。それを
プレゼントすると、喜んでもらえる。このように、ただ作って終わりというのではなく
て、社会に喜んでもらうというのが大切ですね。
今年夏に都内の一部映画館で流した非行防止キャンペーンのCMがあるのですが、これ
はうちの少年センターでかつて扱ったお子さんのお話を50秒くらいに俳優さんを使って纏
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めたものです。非常に親と折り合いが悪いお子さんがいまして、このお子さんと関わった
のですが、なかなかよくならない。心理職の先生なども苦心惨憺した挙句に、折り紙教室
に何回か連れて行くことが出来ました。もちろん折り紙を折るだけでは単なるお遊戯で終
わってしまうのですが、この場合には保育園と提携しておりまして、そこへ行って折り紙
を教えさせたんです。そうすると、小さい子供たちから「先生」と呼ばれる訳です。そう
いったところに刺激を受けまして、次第に「絆」を感じてくれるようになりました。この
子の場合には、人同士の繋がりの大切さに気付いたようで、以後、順調に更生をしており
ます。
こういったことに限らず、我々が関わったお子さんたちには必ず、「何かあったら電話
してきなさい」といいますし、保護者にも同様に「何かあったら電話してきなさい」と言
っています。まずそこで繋がるんですね。電話して来ない場合がほとんどなのですが、そ
ういうところには私たちの方からたまに電話をかけてみます。「今、大丈夫？」とか
「今、元気？」とか言って。このように、逃さないようにしっかり繋がっていると、最初
は嫌々でも、そのうち愚痴を言いにでも電話してくるようになります。親の悪口を言った
りすることもありますし、逆にお父さん・お母さんから、「うちの子がまた、こんなこと
をしました」と連絡をくれることもあります。時には真夜中に電話がかかってくることも
あります。親子で喧嘩してしまったということでした。まずお母さんから「話を聴かせ
て」と言って話を聴き、「じゃあ、ちょっと娘さんに代わって」と言って娘さんの言い分
も聴く。その中で、子の側に「ああ、そこはお前が悪いよ」と言ったり、親の側にも「こ
こでそんなことを言ったらいけないよ」と言ったり、やり取りをすることもあります。
「今夜はもう遅いから、また日を改めて来てください」と言って、また双方を呼んで、お
互いの言い分を聴いたりすることもあります。こういうことをやりながら、徐々に「地な
らし」をしていくのです。これも補導です。「補い、導く」わけですからね。―以上、
少年センターで行っていることをいろいろお話致しました。
さて、漸く新宿少年センターの現場、現状についてお話するところまで来ました。新宿
少年センターが管轄しているのは新宿区・中野区・杉並区、この３区になります。新宿区
は、ご存じの通り、最大の歓楽街である歌舞伎町を持っています。そして巨大ターミナル
駅として新宿駅を持っています。一方、それだけではなくて、新宿御苑のような閑静な大
きな公園もありますし、オシャレなスポットになってきている神楽坂とか、学生の街であ
る早稲田などもあります。新宿区はこういういろんな顔を持っています。これに対して中
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野区は中野駅から北側に延びている繁華街、アーケード街、あの周辺には呑み屋が集中し
ていますし、サブカルチャーのお城のようになっちゃいました中野ブロードウェイとかい
った特徴ある施設がありながら、他方、南台とか鷺ノ宮の辺りは閑静な住宅街ですよね。
こういったところには小さな公園が点在しています。ここは「昔ながらの補導」が出来る
場所です。その隣の杉並区は、浜田山だとか荻窪だとか、大部分が住宅地です。しかし、
善福寺緑地のように広大な公園がありますし、高円寺の阿波踊りのような大規模な祭礼も
あります。こういったところには子供たちも遊びに来ますので、そのような場所には、よ
く眼を凝らしに行きます。―新宿少年センターの管轄地域を簡単に説明すると、以上の
ようになります。
このそれぞれについて全てお話をすると大変な時間を要しますので、ここでは歌舞伎町
界隈のことを特に取り上げてお話致します。歌舞伎町はどういう街かといいますと、前の
大戦で焼け野原になった後に、当初は歌舞伎演芸場を中心にしてたくさん娯楽施設を建て
ましょう、という都市計画から始まった街なのです。ところが、肝心の歌舞伎演芸場は建
たないで、歌舞伎町という名前だけが残ってしまったという、不思議な街なんです。行か
れた方はお分かりだと思いますが、こうした経緯もあって、色んな施設が混在していま
す。ゴチャゴチャした風俗街のど真ん中に突然、区役所が建っていたり、ラブホテル街の
隣が大久保病院のようなチャンとした大きな病院だったりします。カオスな状態ですね。
新宿ゴールデン街みたいなところもあれば、性風俗の店、ラブホテルが建っていたり、ホ
ストクラブもあれば、ライブハウスもある。そうかと思うと、ゴジラビル（新宿東宝ビ
ル）といわれる大きな24時間営業のシネコンもあります。とにかく狭い地域に色んなもの
が密集して建っています。歌舞伎町に入っていって少年補導を行おうとすると、まず、子
供がいないことに気付きます。パッと目につく子供がいません。少年補導というと、裏路
地の公園とかで制服のままで車座になって煙草を吸っている少年を補導するというイメー
ジを持たれているかと思いますが、歌舞伎町に限らず、今ではほとんどの場所で喫煙が出
来ません。喫煙所が設けられていますが、それ以外のところで煙草を吸っていると指導員
たちがとんできて、注意されます。ですから、少年たちも、そういった場所で煙草を吸っ
て関わられると、我々に気付かれてしまうので、喫煙所に行かざるを得ないんですが、あ
あいう中に子供がいて煙草をくわえていたら、大変目立ちます。私たちも必ず１人、喫煙
所のところに立っています。子供が入って来たらすぐ分かってしまう。だから、初めて来
た子を別として、そうでない子は喫煙所になんか来ません。従って、私たちが喫煙所に数
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日通って１人補導した、２人補導した、というくらいにしかなりません。それほど歌舞伎
町で喫煙をしている少年は少ないのが現状です。
代りに、ではどこで吸っているのかといいますと、カラオケボックスで吸っているお子
さんが多いですね。以前は24時間営業の大型ファストフードが一杯あったのですが、今で
は、そういうお店も深夜帯に一時閉店するところが多いですし、全面禁煙というところも
たくさんあります。なので、そうした店の中で煙草を吸えなくなっています。―大人の
愛煙家にとっても厳しい状況ですね。こうしたことから、一般に、喫煙をしている子供は
発見しづらいのです。もっとも、そうは言っても昨年、新宿少年センターだけでも300人
くらい補導していますので、多いといえば多い。
カラオケボックスでもう一つ注目したいのは、不健全性的行為が多いということです。
制服姿の子供を入れてくれるラブホテルなどあるわけがありませんので、じゃあどこを使
うかというと、カラオケボックスを使うことになるんです。特に歌舞伎町の場合には、安
くて長時間遊んでいられるカラオケボックスが結構あるので、そういうところに潜んでい
ることが多いです。多くの人はカラオケボックスに行かれたことがあると思いますが、部
屋の扉にはどこかしら覗き窓があって、完全な密室にはなっていません。大体、中で何か
やっている部屋というのは、その覗き窓にタオルが掛かっていたり、制服が掛かっていた
りして、中が見えなくしています。私たちは立ち入り権を持っていますので、そういった
ところには、トントンと叩いて、ガバッと開けてしまいます。そうすると、中で煙草を吸
っていたり、女の子が彼氏に跨っていたりだとか、そういう状況があるので、それらは補
導します。ただ、18歳以上ということもあり得るので、ちゃんと年齢確認をして、こちら
の身分も明かして行ないます。少年補導の大学生ボランティアになっておられる方、こう
いった所にも行きますので、予め知っておいて頂ければと思います。
他に、新宿少年センターで取り扱う事象で他のセンターよりも多い特徴があるのは家出
です。新宿は日本最大のターミナル駅なので、電車のみならず、高速バスターミナルも出
来ました。高速バスは全国に繋がっているうえに、安い値段で遠いところから出て来られ
るので、とりあえずはまず新宿に来るという子が結構います。家出をした子は、仕事を求
めてくる場合が多いのですが、スマートフォンなどで見てもらうと、「歌舞伎町	バイト」
で検索すると歌舞伎町の求人として大量のホストやホステスがあるのがお分かりになると
思います。街中を常に「黒服」やスカウトが徘徊している。彼らは、そういう家出少年を
誘うために来ているんです。家出してきた子たちに接触して、そちらの道に連れて行って
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しまうことが多いのですが、また家出少年の方でも、むしろそれを目的にしてきている場
合が多くあります。そうすると、悪い意味で利害関係が出来てしまっているので、歌舞伎
町でホストを目指したり、ホステスを目指したりする、そういう家出少年も少なくはあり
ません。
新宿センターとしても、歌舞伎町の中に呑まれてしまう前の子供を見つけなくてはなら
ないので、色々な工夫を凝らして補導をしております。渋谷などのように一
いちげん
見で子供が遊
びにくる街とはちょっと違っていまして、歌舞伎町は完全に大人の歓楽街ですから、表面
的にはやはり子供が少ないです。いたとしても、親子連れであったりして、いたって健全
な場合が多い。悪い子は少ない。少ないけれども、いる子は重い。そういう傾向が見受け
られます。
ゴジラビルの裏側に交番があります。それよりも大久保通り寄りの辺りは一挙にラブホ
テル街になります。ここには、昔ながらの街娼が夜になると立ちます。街娼、つまり売春
婦ですね。ところが、そこに、どうみても子供だろうと思われるのが混じって立っていた
りします。見つけ次第、直ちに保護して児童相談所に身柄通告をしたり、保護者に通報し
て迎えに来てもらったりする、そういう活動もしています。また、18歳、19歳くらいの女
の子がデリヘルとかで稼働されてラブホテルに派遣されてくる場面にもよく出くわしま
す。中には、家出をして、デリヘルで働いているという女の子も、たまにいます。そうい
う子に出くわしたら、逃さずに声をかけて―家出は18歳、19歳でも補導対象ですので
―年齢確認を行っています。また、こんなこともありました。補導への同行取材という
のがテレビ局でありました。局側としては、危ない街に迷い込んできた子供を警察官が諭
して補導するという絵が撮りたかったんだと思いますが、私たちと一緒に行動しておりま
したところ、17歳の女の子がデリヘルで既に稼働していて、裸同然の恰好で、しかも酒を
呑んでいて、私たちに絡んできて、正体がばれると非常にとぐろを巻いたりしたので、結
局新宿警察署に連れて行きました。後で局側からは、「普通の補導の絵が撮りたかったん
だけど…」と言われました（笑）。でも、歌舞伎町とはこういう感じなのです。
それから、これは新宿に限ったことでもありませんが、サイバー補導について、少しお
話を致します。ご存じの方が多いかと思いますが、インターネット上に、補導対象行為に
なるような不適切な書き込みをする、そういう子が結構増えております。具体的に言う
と、援助交際もしくは使用済み下着の販売を持ちかける女子が非常に増えています。そこ
で、彼女らに現場で会って補導しているのですが、彼女たちに会った際に驚かされるの
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は、彼女たちは、街娼で立っているような子とは全然違うことです。照会してみると補導
歴も非行歴もないような、本当にごく普通の子で、余りにも普通なので、接触する時にこ
ちらが見落としてしまいそうになるくらいです。そういう子がほとんどであります。援助
交際を持ちかけてきた高校２年生の子の場合、動機を聞いてみますと、部活動で使う道具
で、もっといいのが欲しかった、というのでした。この子は写真部だったのですが、いい
カメラが欲しかったという理由で、援助交際をやっていた。それこそ、お小遣い稼ぎ感覚
で一回に３万円も５万円もお金をもらえるというわけです。これまでの取り扱いの中で
は、中学生でこれまでに50万円以上稼いだという子もいました。彼女たちの多くは全然後
ろめたさを感じていません。そのことが、話をしていて分かります。保護者連絡をする関
係で、補導した女の子たちに、動機と共に初めて性交渉をした年齢とかも聞きます。以前
は高校生くらいという答えが多かったのが、だんだん中学生という答えも出てきました。
最近では小学校六年の時という子もあります。こちらがそれに驚くと、向こうはこっちが
驚いたことに驚くようです。「彼氏がいる子は、ほとんどがそれをしているんじゃないで
すか」などと言うわけですよ。こうした子たちをみて分かるのは、性交渉に対する抵抗感
が明らかに低くなっていることです。手を繋ぐことの、そう遠くない延長線上に、セック
スすることがあるように思われます。これには、インターネットの普及が影響しているこ
とは否めません。例えば、スマートフォンでニュースサイトを開けてみるとお分かりにな
ると思いますが、一般のニュースの中に、夫婦とか交際相手とかとの性生活を楽しく送る
ことについてのコラムなどがかなり載っています。あれを普通に読んでいる子供たちは
「ああ、セックスって普通のことなんだな」という感覚にどうしてもなっていきます。だ
から、セックスをするのは自然なことになっていくんでしょうね。ただ、厄介なのは、
「自然なこと」が「お金になること」にショートカットで繋がってしまい、暴走が止まら
なくなることです。要するに、彼女たちが後ろめたさを持たないのは、ここに原因がある
んだなと感じるようになりました。家庭において、性教育の類とかはなかなか話題として
出しにくいかなとは思うのですが、親としては正しいことを教えていかないと、今はイン
ターネットなどを通じて勝手に情報を引いて、頭でっかちになっていってしまうので、家
庭での教育というのが、こういうところでも大切なのではないかなと思います。忌避しな
いでこういう話題を時々出した方がいいのではないかと、扱ったお子さんの親御さんには
言います。更に、この売春系の非行の厄介なところは、分不相応なお金が入ってくること
です。さっきも言いましたが、中学生が何十万というお金を持っている訳です。一流のブ
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ランド品を持っている訳です。こういう子を諭すとしても、一度レヴェルを上げた生活を
した子は、最早、月２千円、３千円のお小遣いをもらう生活には戻れません。ここを何と
かして引き戻さないと、また同じことを繰り返してしまう。ここは継続補導の中ではとて
も大切な点です。正常なところにいるようにしないと如何に怖いかということを教えたい
と思います。まだまだ色々なことがありますが、限られた時間ですので、新宿少年センタ
ーの現場から見た現状としては、ここまでにしておきます。
最後に「非行の防止策」についてお話致します。これまでに紹介してきたようなお子さ
んたちに非行をさせないためには、非行の道に入らせないためには、どうしたらよいのか
という点を考えてみたいと思います。
先ほど「非行のメカニズム」のところで、悪いことを思いついても普通なら理性が働く
ということを申しました。もう一度ここのところをおさらいしたいと思うのですが、非行
に向かうのを引き留める力を養成していくことが大事なんです。理性をいかに保つか。こ
れが、さっき言った耐性を作るということです。非行に向かうのを引き留める力は、社会
的絆論と呼ばれますが、この考え方で見て行くと、かなり分かり易くなりますね。１つ
は、愛情、愛着です。絆の代表的なものは家族とか身近な人との繋がりです。悪いことを
して身近な大切な人を悲しませたくないという気持ち、これが非行に向かおうとするのを
自制する力となります。２つめが投資です。人というのは、何かしらの目標を持っている
ものでして、それを実現するために誰でも大なり小なり努力をしています。努力というの
は自分への投資に他なりません。投資の結果として手に入れたものが、例えばお金だった
り、地位だったり、名誉だったりする。この他にもいろいろあるでしょう。しかし、もし
悪いことをして、発覚してしまったら、それらが失われてしまうかも知れない、と考えれ
ば、投資を悪の引き換えには出来ないという自制が働くでしょう。３つめは没入と言われ
る状態です。これは少し特殊です。これは、本人の本心に関わらず、社会的活動に忙し
い、バイトが忙しいなど様々な要因で、悪いことをしている暇がない場合です。そして４
つめが良心です。犯罪をしてはいけない、悪いことをしてはいけないという、内なる善の
信念ですね。以上４つのうち、没入を除く３つはいずれも人の心の問題なので、健全に絆
を感じられるようにそれを育てて行くことが、非行防止の大きな柱かと思います。
ではどうやってそのような心を育てるのか。人それぞれですので、一概には言えません
が―。皆さんはマシュマロ―テストってご存知でしょうか。心理学者のウォルター＝ミシ
ェルによる有名な心理学の実験です。今から45年ほど前に行なわれました。幼稚園の１ク
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ラスの子供たちを被験者にして、その子たちの目の前に１個ずつマシュマロを置きます。
「15分後に先生が戻ってくるけれど、もし、食べずに我慢出来ていたら、戻ってきた時に
もう１個ずつマシュマロをあげる。ただし、食べてしまった子にはあげませんよ」と、子
供たちに伝えて、先生は出て行きます。そして状況を観察しています。さて、どうなった
でしょうか。結果的に、クラスの３分の２くらいの子供は我慢出来ないで、マシュマロを
食べてしまいました。しかし３分の１くらいの子は我慢出来たのです。15分我慢出来ない
でマシュマロ１個を食べてしまった子は、目先のことに捉われて行動するタイプですよ
ね。15分待てばもう１個もらえるという将来の見通しを知っているにも関わらず、早く食
べたいという本能的な欲求が理性に勝ってしまっている。一方、15分我慢してマシュマロ
２つをもらった子は、将来の予測を立てて行動出来ています。今欲しいという欲求をクー
ルダウンしている、すなわち自制している。それによって、より良い結果を得ている訳で
す。この実験は、被験児童が大人になるところまで、非常に長い期間に亘ってモニタリン
グされておりまして、一番最近では2011年にも追跡調査されています。マシュマロ１個を
我慢出来ないで食べてしまった子よりも我慢して２個もらった子の方が学力が高かった
り、社会的に成功していたりする、そういう結果がハッキリでております。身体面でも、
我慢出来た子の方が脳機能が高いという調査が出ております。このように、自制心を多く
持っている人間の方が最終的には成功していきます。この自制心を養成していくことが非
行を防止するだけではなく、人間として成功していくための秘訣ではないでしょうか。
では、どうやってこの自制心を養成していくか。今を冷却して後を加熱する。後のため
に今を冷やす。それがどうしたら可能になるのか。我々大人が子供のためにしてやれるこ
とって何なのか、ということをちょっと考えてみましょう。まず１つめは、子供に慢性的
なストレスを与えないことです。先ほどのマシュマロ―テストの時に、「戻ってくるまで食
べてはいけません」という禁止、「べからず」のかたちで指示を与えるのか、それとも
「戻ってきた時に、マシュマロに手を着けていなかったら、もう１個あげるよ」というプ
ラスの向きの指示を与えるのかで、子供が抱くストレスは全然違ってきます。「べから
ず」ばかりで子供を囲んでしまうと、結局不満感情、不快感情が生まれてきます。先ほど
いいましたように、不満感情、不快感情は非行の要因となります。
また、こんなこともありました。私たちが現場で補導活動をしますと、食事も現場で取
ります。補導活動の休憩時間、私たちが蕎麦屋に入って昼食を取っておりましたら、若い
夫婦が小さなお子さんを連れて入って来ました。最初は全然気が付かなかったのですが、
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暫く見ていたら、子供を隣に座らせて、親だけが食べているんですよ。子供は隣でずっと
座っているだけ。それで、私、ちょっと気になったので、警察手帳を見せて、「申し訳あ
りません、お子さん、何かご病気ですか？」と訊いてみました。そうしたら、「何だよ
‼」と毒づいてきたんです。「何でお子さんに食べさせないんですか？」と訊きますと、
「こいつは帰ってから食べさせるんだ、何か悪いのかよ」ということを言ってきました。
夫婦は実に不愉快そうな態度を取りました。そこで私はこう言いました、「もしお子さん
にアレルギーがあるとかいうことだったら申し訳なかったのですけれども、でも、そうで
なかったら、これはいけませんよ。食べるってことは人の本能です。子供の目の前で自分
たちだけが食べて、それを子供に見させているというのは、子供にひもじい思いをさせる
ことです。これは心理的な児童虐待です。これ、虐待ですよ。後で食べさせるからいいと
か、あなたたちのそういう理屈は通用しないよ」と。そうしたら、この夫婦は怒ってしま
って、うどんをひっくり返して帰ってしまいましたが、子供を育てる時に、自分たちの理
屈で動いてはいけないんです。このような親だと、あの子供も悪い方向に進んでしまうん
じゃないかと感じました。
話を戻します。２つめに大事なのは、子供に手本を示すことです。補導の現場にいます
と、子供に手本を示していない親が多いなと感じることが多くあります。例えば、赤信号
なのに、車が来ていないと子供の手を引きずって渡ってしまう親がいるんですよね。「お
父さん、信号が赤だよ‼」と子供がいうと、「今、車が来ていないからいいんだよ‼」と
言って、渡ってしまう。子供は、そういうのを見ていると、赤信号で渡らないのは単なる
建前で、車が来なけりゃ渡って良いんだ、っていう風に学んでしまうんです。親が自分を
制御出来ていないので、そのような親に育てられている子供も、自分を制御出来なくな
る。これは当たり前の話です。
３つめは子供との約束を守ることです。何か子供に約束したのであれば、それを守らな
ければ駄目です。先ほどのマシュマロ―テストで、我慢出来た子に対して、「残念でした、
もうマシュマロはありません」とかいうと、子供はもう壊れてしまいますね。人を信じる
心が育たなくなったら、絆を感じなくなります。人を信じる心をキチンと育てなければな
らない。お手本を示せるのは、一番近くにいる親です。
こうしたことから、子供の育成において、保護者の立ち回りが如何に重要かがお分かり
頂けたかと思います。確かに補導して児童相談所などに一時通告して、一時的に親から引
き離したとしても、親が逮捕されているとかいう場合を除いて、基本的には比較的短い時
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間を経て親元に戻ることになります。この時に、親が駄目だったりすると、子供はあっと
いう間に元に戻ってしまいます。悪くなります。ではどうすればよいのか。子供の耐性を
養成することこそが大切なのです。保護者、学校の先生、その他子供の周辺が、子供が抱
いている不快感情を認める、それが人間の欲求に基づく自然な感情だと認めることです。
そしてそのことを言葉で表現してあげるのです。「分かっているよ」、「伝わっているよ」
っていうことをちゃんと伝えてあげるんです。そうすることによって安心感をもたらすこ
とが出来ます。これを繰り返していくことで、子供は、たとえ欲求が満たされなくても、
多少の辛さに耐えられるようになります。だんだん耐性がついて、タフになってきます。
ちょっと分かりにくいかも知れませんので、例を挙げましょう。例えばスーパーのお菓
子売り場で「買って、買って」と言ってワンワン泣いている子供を見たことがあるでしょ
う。子供は、今食べたい、今欲しいという不快感情で一杯になっている状態です。子供の
心理からいうと、店に迷惑にならない程度でという条件付きでですが、なだめるのではな
く、泣くだけ泣かせてあげるのが、実はとても大事なんです。ちゃんと不快感情を発現さ
せることが大切なんです。これを、「うるさい、黙れ‼」とやってしまうと、不快感情は
他の出口を求めて、そちらで破裂してしまいます。それが、先に言った「誰でもよかっ
た」「ムシャクシャしたからやった」というものに繋がります。少なくともそういう方向
に破裂する可能性があります。ひとしきり泣かせたら、その不快感情を認めてあげること
ですね。「駄目と言われて悲しかったね。お父さんも、お母さんも、むかし同じように買
ってもらえなくて残念だったんだよ」と言って、それに共感を示してあげる。そうして、
落ち着いてきたら、「今日はよく我慢出来たね。すごいと思うよ」と褒めてあげて下さ
い。買ってもらえなくて悔しいという不快感情を安心感で包んであげるのが大切なんです
ね。認めてあげる、共感してあげることで、不快感情は相当緩衝されます。これはあくま
で一例ですけれども、不快感情をコントロールすることが出来る耐性を養成するには、そ
の感情が自然な現象である、健康な現象であると認めてあげることが必要なのです。学生
さんにはまだこのような話は早過ぎるようですが、皆さん将来はお父さん、お母さんにな
るでしょうから、その際にこの話をどこかで覚えておいて頂ければ幸いです。
いよいよ最後ですが、子供を非行に走らせない、健全に育成していく上で必要なもう１
つのことは、「枠組み」です。例えば就寝時間だとか門限だとか、生活のリズムに関する
親子の決まりだと思って下さい。ただ、これは年齢に応じた枠組みにする必要がありま
す。そうしないと児童虐待になります。小学校１年生の子に午後５時が門限だよと言うの
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は当たり前かも知れないけれど、大学１年生に午後５時が門限だよと言ったって、守れる
はずがないでしょう。それを、門限通りに帰ってこないからと言って、殴ったり叩いたり
したら、これは虐待ですよね。だから、年齢に応じた枠を設けて下さい。一方、それでも
子供というのは、枠にはまりたくないので、不快感情を出します。愚図ったり怒ったり泣
いたりする。だけど、それが自然な現象なんです。精神的に健康な状態ですね。その不快
感情を認めてあげつつ、でも枠組みは崩さないで見守るのが大人の優しさ、親の優しさで
すね。叱っても、その根底に子供のことを大切に思う気持ちがあれば、信頼関係は崩れな
いものなんです。これは、親子関係ならではの特権ですから、家庭の中で実践出来るとい
うことを覚えておいて頂ければと思います。そして、親、学校など周辺の大人は、普段か
ら子供によく関心を払うこと、アンテナを高くしておくこと、これがとても大切です。１
つ例を挙げましょう。以前、自分の使用済み下着をインターネットで売っていた女の子を
補導したことがあります。この子は常習者で、２枚も３枚も売っていました。このことに
ついて、保護者を呼び出して、当然、保護者からも事情を聴くのですけれども、「週に２
枚も３枚も下着が替ったことにお母さんは気付きましたか？」という話をしましたら、お
母さんは「気づいていました」という答えでした。「注意しましたか、質問したの？」と
尋ねますと、「いや、注意していない、質問していない」と言う。「じゃあ、何故質問しな
かったんですか？」と訊くと、「実は生理の処理を失敗して、買い替えたのかと思った。
質問したら可哀そうだと思った」と言うんです。私はそのお母さんに言いましたよ、「私
は男だけど、毎週生理が来るものでないことくらい知ってますよ。２枚も３枚も毎週替っ
ていたら、他の原因があると、何故気付かないんですか」とね。そうしたら、そのお母さ
んは、アッという顔をしました。要するに、お母さんのアンテナが低すぎるんですよ。そ
んなに頻繁に下着が入れ替わっていることに関して、警戒感を持っていないから。他に
も、例えば先般、京都で小学生が大麻を吸ったというニュースを聞いたことがあるかと思
います。あれも、最初に気付いたのは学校の先生でした。よく聞いてみたら、高校生の兄
がネットで大麻を買って、弟にも吸わせていた、という事案でした。これにしても、気付
いたのは親ではなくて、学校の先生なんです。一番そばにいるはずの親が気付いていな
い。少年を取り巻く周辺者が如何に少年に関心を払っているかが、子供を転落の手前で止
めるための最大の武器になります。
私の話はかなり蛇行してしまいました。本日は「少年補導の現場から」ということで、
こういう機会を頂きました。皆さんが想像していた補導の現場というと、街頭補導活動く
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らいだったと思うのですが、その少年を正しい方向へ導くために、不足しているものを補
うこと。それが全て補導活動だということがお分かり頂けたかと思います。街頭補導活動
というのは、補導活動のいわばプロローグに過ぎません。むしろその後、正しい方向に持
っていくことが必要です。そのためには、遡っていくと、最後にお話したように、普段か
ら大人が子供に関心を持っていることが必要になってくるわけです。また、それには、非
行のメカニズムなどを知っておくことも重要です。少年補導の世界は、意外に奥が深いも
のですね。
これで、私からの一方的なお話は終了とさせて頂きます。どうも有難うございました。
（拍手）
【討論と質疑】
渡邊：まず私の方で、本日のご講演について、簡単な確認をさせて頂きまして、その
後、出来るだけ多く時間を取って、今日お越し頂いた皆さんに様々な観点からご質問を頂
きたいと思います。
ご講演では、「少年補導の現場から」というテーマに即し、新宿少年センターの活動等
を通じて、まさに現場の目線から、実務を通じてお考えになった非行少年に対する有効な
取り組み等について、お話頂きました。罪を犯したことに対するいわゆる事後的な対応に
限らず、その前の段階での対応、予防あるいは有効な子育てというところに関わる領域、
すなわち事前予防についても警察がかなり積極的に有効な役割を果たしているのだという
ことで、その対象となる不良行為少年についての法的な想定についてもお話頂きました。
また、現在の取り組みの有効性、合理性の検証をする上で、刑事政策では欠かすことの出
来ない、現状の正確な把握、非行少年の概況についてもお話頂きました。さらに、少年非
行の発生メカニズムが分からなければ、その病理の解消に向けた働きかけも提言出来ない
のですが、実務の中で出会った少年少女の重大な非行事例を挙げながら、少年非行のメカ
ニズムについてもご説明頂けました。そして、それを踏まえて、非行のメカニズムを解消
するためにどのような活動を新宿少年センターでは行っているのか、その取り組みの実際
について、具体的にご教示頂きました。
まずは確認ですが、非行少年の概況というところで、今年度の検挙人員が2805人、補導
人員１万5792人ということでしたが、これは警視庁管内の数値ということになりましょう
か。
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小松：はい。そうです。
渡邊：警視庁管内のみでも、これだけの数なのですから、非行少年は減少してきている
とは言っても、やはり、非行克服に向けた有効な対応が求められる非行少年はいまだに深
刻な状況にあるといえそうです。ご講演のなかで、特に関心を持ったのは、薬物事犯に関
する少年事件です。ご講演では、大麻に関する事件が多いとのことでした。とりわけ関西
の方で高校生の間で大麻が流通しているということを、私も報道を通じて認識しておりま
した。しかし、あのような報道については、「高校生が大麻を使用」という事件の珍しさ
から取り上げられた報道なのであろうという感想を持っておりました。といいますのは、
我が国の薬物犯罪の主流というのは、大麻使用が主流である国際的な傾向とは異なり、覚
醒剤取締法違反が多く、また少年については、深刻な薬物犯罪に至る前提として有機溶剤
（シンナー）の使用が注目されてきておりました。しかし最近は傾向が変わり、少年によ
る薬物犯罪で大麻使用が増加しているとなれば、この傾向変化ををどのようにとらえる必
要があるのでしょうか。大麻使用の増加については、例えばシンナーなど従来の「入口」
の段階を経ずに、いきなり大麻使用に至っているというようなことなのか。最近の少年の
中での大麻の流通や使用の実態について、少し補足の説明をお願い出来ますでしょうか。
小松：大麻に関しては、インターネット上で隠語を使って検索していくと、結構販売し
ているんです。そういったものに行きついてしまいます。ニュースでも出ているように、
大麻草というのは野草なので、奥沢とか尾瀬の方へいくと、そこらに生えていたりするこ
ともあります。生えているのが分かると、その地元の山の人たちなどが警察署に「大麻が
生えてきたよ」と通報に来たりします。大体、勝手に抜いたり刈ったりしないで、警察に
届けてくることが多いですね。警察官が鎌を持って刈りに行くこともあります。大麻は、
実は意外と身近にあるものなんです。それを大麻だと知っていて育てたりする人もいま
す。ちょっと前に鳥取だか島根だかで、毒性の低い別の種類の大麻草だからと言って、そ
れを育てていて、その裏で毒性の強い大麻も育てていたという事件があったように思いま
す。意外に栽培し易い草だというのが怖いところです。そういう情報がインターネットを
使って流通してくると、「やってみようかな」と思うようになる。さっきのお話の中にも
何回か出てきたキーワードですよね。そこに結びつくと、一気に広まってしまう。従来、
ブラック情報、アングラ情報は、ごく一部の人の間でのみ流通する性質のものだったのに、
インターネットの普及によって、多くの人がいとも簡単にそうした情報にアクセス出来る
環境になってしまった。そういうところが引き金になっているんじゃないかと感じます。
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渡邉：大麻使用はかなり深刻なレヴェルにまで達しているという訳ですね。危険ドラッ
グなどもかつては大きな社会問題として取り上げられました。薬物的な快感を得られるも
のが社会の中に拡がって、流通していたということですね。それは皆さんも報道等で知る
ところと思います。少年については、以前は薬物使用の入口としてはシンナーというイメー
ジがありましたが、最近はシンナーの使用にはどういう状況が見られるのでしょうか。
小松：もちろん、それらも依然としてあるのですが、中でも大麻の動きが最近特に顕著
だということですね。
渡邊：有難うございました。また、いろいろお話頂いた中で、非行を断ち切る力として
社会的な絆とりわけ家族の絆、愛情や愛着の重要性をご指摘下さいました。これは犯罪学
においても「社会的絆の理論」として指摘されていることでございます。ただ、親との関
係のことは暫く置いて、交友関係、友達との関わり方というのは犯罪学の方では多様な分
析があります。ご報告の中で「学習理論」ということもありました。伝統的な犯罪学で
は、「なぜ非行をするのか」、という非行の要因に関心を持ち、それは学習されるからだと
の説明がみられました。犯罪・非行については、犯罪の手口にのみならず、犯罪的な行動
によって自分の欲求を満たそうとする思考に至るまで学習されてしまう。サザランドなど
は、「親密な私的な集団の中で犯罪行動の主要部分は学習される」と言っております。従
って、ここでは、交友関係はむしろ非行化に至る大きな要因であると注目されているとこ
ろがありました。しかし一方、犯罪学においては、なぜ非行をするのかという観点のみな
らず、同じように学業を怠けている子供の中で非行に走るのもいれば走らないのもいるの
は何故か、つまり、「何故非行をするのか」だけではなく、同じ条件の下にありながら
「何故非行をしないのか」の方面にも関心がもたれ、この「非行をしない」理由について
の研究として代表的なものが「社会的絆の理論」ということになります。ここでは、学習
理論では非行の要因として考えられていた交友関係、その絆の強さがむしろ非行の誘惑を
断ち切るというふうに考えられています。非行の誘惑を絶つ一番強い絆は親との絆とされ
ていますが、それだけではなく、「一緒に部活動で３年間苦しい練習で汗を流した、もし
３年生になって自分が非行をしたならば、高野連から連帯責任による厳しい処分を受け、
自分だけでなく自分と一緒に厳しい練習をしてきた友達まで巻き込んでしまう、友達に悲
しい思いをさせてしまう、そういう思いをさせるわけにはいかない」―そういう絆が非
行を断ち切る力にもなり得るんだ、というように絆の理論では考えるのですけれども、非
行の要因としても、また逆に非行を断ち切る力としても、交友関係は少年にとって大きな
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影響力を持つことは間違いありません。やはり思春期でありますから、これまでの親の庇
護の下での生活から離れて、自分が新たに独立した社会成員としての関係を築いていく。
子供が自ら築いていく社会関係の中で、最初にあるのは、友人との関係となります。従っ
て、思春期くらいの年代になりますと、自分が一人の独立した社会成員として築いた社会
関係である友人関係を大事にする。今回のお話では、少年に極めて強い影響力を及ぼす交
友関係について、交友の仕方にまで踏み込んで論じて下さいました。改めまして、小松さ
んは、少年にとっての交友関係がもたらす子供の成長への影響力や交際の仕方について、
我々大人はどういう意識を持って子供と向き合うことが必要だとお考えでしょうか。
小松：私たちが補導などで取り扱った子供さんたちと話してみますと、やはり友達との
関係の重要性を痛感します。いい方向でも悪い方向でも。例えば喫煙。友達のうちの１人
が吸ってみる。そうすると「お前も吸ってみろよ」となる。大体、喫煙に関しては、１人
で興味があって、それで買って吸ってみた、という人はほとんどいません。訊いてみる
と、誰々君から１本もらったので始めたという場合が多くあります。友達がやっているか
ら、自分もちょっとやってみよう、ということで背中を押されちゃうんですね。そういう
ところは大変危ないと思います。一方で、私が先ほどお話しましたように、地元の中学校
などの剣道部で私は補助の講師をやっていますが、部活動というのは社会の縮図だという
ことを、来ている子供たち全員に話します。「いいことも悪いこともある。人には善も悪
もあるんだよ。悪だけで繋がったらおしまいだよ」と言います。さっきの喫煙のことも正
直に子供たちに言います。煙草は絶対駄目ですが、人間にはいいところも悪いところもあ
る、長所と欠点は誰にでもあるんだから、どれも全て認めてあげなさい、と言います。社
会の縮図の中にあなたたちはいる。２人だって社会なんだ。中立的な立場で考えられるこ
とがとても大切なんだなということも子供たちに話します。剣道の団体戦で、ずっと対戦
が引き分けで来て、最後、大将２人のところで２本取れなくて負けちゃったという場合、
じゃあ、この２人を責めるのか。責めて終わったら、この団体戦のメンバーは、もう成立
しませんね。負けた責任はもちろんあるけれども、そこで次の試合に繋がるように、全員
でバランスを取って、ひとしきり反省した後は皆で盛り上げなければいけない。社会とは
そういうものです。皆なそれぞれがバランスを考えないといけません。そのバランスが崩
れて、悪の方向だけで繋がると不良交友になります。バイクで走るだけになっちゃいま
す。―ちょっと取りとめがなくなってしまって、すみません。
渡邊：最後に大きな観点からの質問を１つさせて頂きたいと思います。子供の非行化に
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気付くことが出来ない、アンテナの低い親がいるというお話がありました。非行化の原因
として親との関係は重要です。幼児期からの愛着の形成、適切な指導などが子供の育成に
おいて重要であるということは昔から言われているところではありますが、親の子育ての
あり方について、社会はどのように考えるべきとお考えでしょうか。最近は児童虐待の問
題などが注目されておりますが、従来の観点でいいますと、子育てや親子関係などはプラ
イヴェートな領域の最も中核となるところと理解されておりまして、そうした部分につい
て、外部から、とりわけ公権力からあれこれ言われる筋合いはない、ましてや制服を着た
警察官が家庭の中の子育てのあり方にまで口を出すなんてとんでもないことだ、という意
識があったと思います。刑事法の関心からいきますと、犯罪が起こる前の、いわゆる予防
的な領域にどれだけ警察が積極的に関わるべきなのか。これは伝統的な論点であり、議論
の尽きない問題です。ご講演では、「補導とは『補い』、『導く』ことだ」という言葉もあ
りましたけれども、社会構造が複雑化して、例えばサイバー空間での活動のように親がな
かなか気付けない領域が増えてきた中で、現実的に、親だけに「適切な」養育についての
責任を負わせるのはなかなか難しい状況になってきているとお考えでしょうか。これから
は、警察力も含めて、地域の力で子育てをしていく―最初に申しました警察ボランティ
アなどはまさに地域の力を発揮する具体的な活動と言えましょう―ことが必要なのかも
知れません。もちろん、出来ればプライヴェートな領域に外から、ましてや公権力が関わ
ることを避けるに越したことはありません。しかし、実際に子供の非行化に気付くことが
出来ない親の下で、非行傾向を進めてしまう子供がいるのであれば、そうした状況に対し
ては、やはり社会の力、地域の力、警察の力を動員して、そうした親に不足しているもの
を「補い」「導く」という「社会的養育」の意識を強めていく必要性も考えられます。実
際に非行に走る少年を多くご覧になっている少年警察活動の現場という立場からして、こ
の問題について、いかがお考えでしょうか。
小松：センターでは少年相談というかたちで、お子さんたちあるいは親御さんたちから
それぞれの言い分を聴いて、悩みを聴きながら、では最善の方法は何なのか、こちらの方
からも指導、アドヴァイス、助言などを継続して行っております。長い期間かかっている
ケースでは、６年くらいにも及んでいるものもあります。こうしていかないと、親として
もはけ口というか相談する場所がないので、どうしたらいいか分からない状態になってい
るんです。こちらの方から連絡することもあります。「最近どう？」ということで。段々
とお子さんも成長してくるに従って、思考も深くなってくるので、そうした中で、「これ
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までダラダラと悪い方と付き合ってきたけれど、馬鹿馬鹿しくなってきた」と言うことで
更生していく子もいます。しかし、その一線を超えたら犯罪になってしまうというケース
では、私たちが強く介入することもあります。相談口は私たちだけではありません。警察
はどちらかというと非行に関わる部分ですが、家庭の中で生活が潤滑にいかないというケ
ースであれば児童相談所が相談窓口となります。転校したいだとか、一回辞めちゃったん
だけど復学したいだとか、教育に特化した問題については、東京都では教育相談センター
があります。子供と家庭に関わるところはその相談内容によって、窓口が枝分かれしてい
ます。どこの窓口に相談に来られても、より適切な相談窓口を斡旋したり、案内したりす
ることも出来ます。相談が、親にとっても子供にとっても、はけ口になっているんです
よ。そういったところでガスを抜いてあげることが、子供にとっても親にとっても、救い
になっているのかなと感じます。なので、私たちとしてはウェルカムなんです。どんどん
相談に来て下さい。こういうアピールはあちらこちらでしています。例えば、学校などに
もあります。生活指導主任会議などには、私たちも積極的に出ております。生活指導の先
生たちの会議です。「ちょっと問題がありそうな子供がいたら、私たちに繋いで下さい」
と依頼しておきます。私たちに繋いでもらった場合には、私たちが入り込みます。私たち
が図々しくも入り込むことが、結果的にはいい方向に向かうこともありますので。このよ
うに、色々なチームが、色々な窓口を設けて、最適の窓口に誘導して、それぞれのケース
で対応しています。―すみません、ちょっとややこしくなってしまいました。
渡邊：多くの人は、警察とは悪いことをした人を捕まえるものだ、捕まえる数が多くな
れば、それが手柄になるんだというふうなイメージを持っているかも知れません。しか
し、そうではなく、少年相談や継続補導という言葉がありましたけれども、犯罪や非行に
至る前に、どれだけ有効な予防的な取り組みが出来るか。丁寧に相談をしたり、一回では
なく継続的に補導活動をしたりすることによって、また、学校と連携することによって予
防的な活動に取り組んでいく。これはなかなか目に見える成果として表われにくいのでは
ありますが、こういう継続的な活動が、非行の防止、将来の犯罪の予防に大きく貢献して
いる。こういう予防的な警察活動の意義について、本日の小松さんのお話で確認出来たの
ではないでしょうか。
それでは、小松さんの方から多角的な観点からの情報提供がありましたので、この後
は、フロアの方からご自由にご質問やご意見をお出しいただきたいと思います。
フロア：法学部３年の者です。非行少年や不良行為少年の行為の被害者になるのも少年
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であるケースが多いと思うのですが、そういう人たちへの対応は何かありますでしょうか。
小松：被害少年になってしまった人たちについても、実は少年相談の方に送致しており
ます。その他、被害少年サポーターという立場の、大学生ボランティアの人たちもいるん
ですよ。より年齢の近い、共感出来る年齢の人たちが相談に乗っています。―私たちだ
と、親子くらい年齢が離れてしまっていますので、どうしても、膝を曲げているつもりで
も、考え方にギャップがあることも出てきます。そういった時に、被害少年サポーターに
寄り添ってもらう活動をしているんです。心理職の先生の中には年齢の若い方もいれば、
ベテランであっても若者の目線まで気持ちを下せる人、そういうことが非常に上手な人も
います。そういう人たちにカウンセリングをしてもらいつつ、徐々に精神的に回復しても
らう、とういうことをやっております。警察の中はもとより、児童相談所でも、教育相談
センターでもやっています。
フロア：ありがとうございます。
渡邊：ご講演のなかで蕎麦屋でのエピソードがありましたが、非行に至った少年は何が
しかの虐待ないし犯罪被害経験を持っているケースがかなり見られます。少年院入所少年
に対する調査でも、非常に多くの割合で被虐待経験を持つという調査結果が出ています。
非行少年を補導するということは、その少年が持っている非行性の前提となる犯罪被害経
験や被虐待経験に気づいてあげるという意味をもつことなのだと思われます。こうした活
動の意義は、極めて重要です。ただ今のご質問にありましたように、被害少年と加害者と
いいましょうか、非行少年と犯罪被害者少年の双方への対応が、共に警察の少年警察活動
の活動内容として重要な領域を構成しています。その意味でも、今の質問は、非常によい
着眼点を示すものであった思います。
フロア：法律学科３年の者です。貴重なお話有難うございました。とても勉強になりま
した。実際の補導について、少しお尋ねしたいと思います。非行少年の中には、自分より
目上の者や大人に対する不信感や不満を抱いている場合が少なくないと思いますが、そう
いう少年たちを実際に補導する際、そういう少年たちと接する際に、大切にしておられる
こと、気をつけておられることなどありましたら、教えて頂きたいと思います。
小松：まず、補導した現場で極めて強い不信感を持っている子供たちの場合ですと、彼
らは全体として私たち大人のことを信頼していません。そういう場合には、私たち警察官
が矢面にたつことになります。私たちは単独では補導しません。２～３人くらいのチーム
で行ないますが、その場合でも、うちの１人が矢面に立ちます。文句を言われる立場にな
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る。この人はいわば嫌われ役ですよね。その場合に、他のメンバーは彼らに若干の共感を
示してあげる。そういう立場の人も作ります。そうすると、こちらで喧嘩しているものを
あっちで吐きだすことが出来るようになります。今の質問には的外れのようでもあります
が、複数で補導する、そして全員で一斉にやっつけないということ、こっちで攻めたらこ
っちで逃げられるようにしといてあげること、これが重要でしょうね。この前、下着を売
りに来た子供を補導した時に、ものすごく現場で暴れて大騒ぎしたことがありました。車
に乗せて警察署に連れてくる時にも、車の中で私たちとやりあっていました。でも、彼女
は、彼女と直接関わっていなかった運転担当の人とは普通に口をきいて、愚痴を言うんで
すね。「本当はこういうことだったのに…」という感じで。―私たちは敵になってしま
っているので、私たちが何を言っても聞かないのですけれども。現場では、そういう役割
分担が必要かなと思います。
渡邊：犯罪のメカニズムが分かるから犯罪の解消が出来ると、先ほど申しましたが、他
人との信頼関係、絆が築けていないからこそ、その人が犯罪や非行に陥る傾向がある。そ
ういう子供に働きかけて手を差し伸べるというのは、相当なご苦労であると思います。今
お話のあったチームでの作戦などの工夫もあるようですが、それ以外に、まさに補導への
「とっかかり」として、実務上の工夫などはございますでしょうか。
小松：頭ごなしにしない、全否定しない、ということですね。それから、人格を否定し
てはいけません。人格を否定したら、絶対にこちらの言うことを聞かなくなりますので。
頭の先から爪先まで、何から何まで駄目な奴だとされていると、相手が感じたら、絶対に
上手くいきません。君を大切に思っているんだよ、危なかったね、これ以上やっていたら
本当に危なかったんだよ、というこちらの気持ちが相手に伝わるように話す。煙草を吸っ
ているという場合でも、「煙草は今時、高いだろう。小遣いに響くだろう。金が無くなっ
ちゃうぞ、帰る電車賃無くなったらどうするんだよ」というような話もする訳ですよ。ど
こかで相手の目線まで下りて、相手との繋がりを保っておくことが大切です。これは、現
場で経験を積むことで徐々に身に着けていかないといけません。単に「煙草なんか吸っ
て、この野郎‼」って言ってるだけでは、絶対無理ですね。
渡邊：心を閉ざしている相手に手を差し伸べるということは、やはり相当難しいことな
のですね。
フロア：法学部３年の者です。有難うございました。私は警察官を志望しております
が、小松さんからみて、少年補導の現場で女性警察官がいてよかったなと思う経験はあり
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ましたでしょうか。補導する少年の中には女性というか、女の子もいると思うのですが、
女性からのアプローチで大切なことは何だとお考えか、教えて頂ければ幸いです。
小松：今、警視庁でも女性職員の拡大、女性職員の積極的活用を推進しております。た
だ、何から何まで、男と女を同じようにしなければならない、という考え方ではありませ
ん。女性ならではの感性、どちらかというと包み込む優しさを活かした職場でなければな
りません。例えば、使用済み下着を売るのはほとんど―というか、全部―女の子なの
で、これに対して、男だけで周囲を囲んだりすると、相手も警戒しますし、女性でないと
寄り添えない部分ってあるんですよ。結局、それらの行為は性犯罪、性被害という方向へ
極めて行き易いのです。見も知らない男に接触する訳ですから。それに対して、「危なか
ったね」と声をかけてあげるのが、我々男性なのと、同じ女性なのとでは、全然違いま
す。女性がいてよかったなと思うケースはたくさんあります。例えば、女の子を保護した
とします。親に連絡すると、「明日にならないと行けない」という場合が時々あります。
そんな時は一晩、私たちがセンターに泊りこんで、この子を保護室に入れて見ていること
になります。やはり、女の子を常時監視していなくてはなりません。女の子は、男が見て
いるとなかなか寝ませんね。更に困ってしまうのが、「トイレに行きたい」だとか「シャ
ワー浴びたい」とかいうケースで、その時に男がいつもそばについている訳にはいきませ
ん。そういう面でも女性がいないと困るんです。そういう点で、少年育成課は、他の部署
に比べて女性の職員の比率はかなり高いようです。
渡邊：せっかくですので、女性警察官を目指すうえで聞いておきたいことなどは、他に
ありますか。
フロア：今回のお話とはちょっとズレてしまいますが…。女性警察官の採用が最近増え
ているということはいろいろ調べて聞いておりますが、今までは「男性寄り」という傾向
が見られたかと思います。それは男性の犯罪が多かったのだと思います。小松さんから見
ても、女性の犯罪は近年増えていると感じられたことはありますでしょうか。
小松：女の人が犯人のケースということですか。
フロア：はい。そうです。
小松：犯罪の男女比として、女性の方が目に見えて増えたと感じたことは、私個人とし
てはありませんね。悪いことをするのは男女を問いません。
フロア：法律学科の者です。補導をなさっていて、やり甲斐を感じられるのはどのよう
な時でしょうか。
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小松：全て終わって、その子が更生して、後日、挨拶してくれた時ですね。あるいは、
「就職出来ました」という葉書をくれた時でしょうかね。やはり、そこまで行って初めて
「補導」って完成だと思います。
フロア：有難うございました。
フロア：法律学科の者です。お話の中で、保護者のアンテナが低いということがありま
したが、親からのSOSは、少年を補導してからでないと見つけられないものなのでしょうか。
小松：そうですね…。不快感情を問題行動として発散させているのは子供なので、とっ
かかりになるのは、やはり子供ですね。ただ、親から相談というかたちで電話相談がくる
というのも、実は結構あります。「うちの子が実は…」というかたちで。そのために少年
相談があるわけです。「じゃあ、今度、お子さんにも会ってみますかね」ということで、
次に子供を呼び出して、会って話を聴く。現場では子供、それから親からのアプローチと
いうかたちで相談を受け容れて私たちが扱う、という二段階ですかね。
フロア：法学部３年の者です。子供が犯罪をしてしまう際に、悪い大人がいるから犯す
ようになってしまう犯罪と、そうではない犯罪があると思います。例えば使用済み下着を
売ってしまうような場合では、それを買うような悪い大人がいるので、そういう行為に走
るわけですよね。売春もそうですが。他方、例えばオートバイを盗むとかであれば、子供
たち同士で「盗もう」ということになって行為に走るのだと思います。この２種類の犯罪
の比率はどうなっているのかな、ということが気になりました。
小松：今、数字の持ちあわせがありませんが、今お話のあった、悪い大人がいるから…
というのは福祉犯罪ですよね。そこでは子供は被害者として扱われます。援助交際とか
も、子供から積極的に持ちかけてはいるのですが、それを買う相手がいると分かっている
から出すわけです。やはり結局大人が惹起し、子供がそれに呼応している状態です。一
方、おっしゃるとおり、オートバイ盗だとか盗みだとかは、別に悪い大人がいるからやっ
ているわけではなくて、不良交友の中で、「じゃあ、万引きに行こうぜ」「自販機壊しに行
こうぜ」というふうに、子供たちの悪の繋がりによって惹起されるものです。
渡邊：ただ今、福祉犯というお話がございました。また家出の問題もありましたが、や
はり家出少年などに純粋な優しさから声をかけてくれるような大人は現実にはほとんどい
ないといえると思います。現実的には、繁華街で家出少年などに声をかけるのは、悪意を
もって彼らに接しようとする大人であり、多くの子どもたちが、悪意ある大人に利用さ
れ、風俗産業に送られたり、薬物にはまったりしていくことになっています。その点は
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我々も強く意識を持っていなければなりません。
フロア：法律学科３年生です。非行の防止策のところで、親は子供に対するアンテナを
高くする必要があるということがございましたが、親の中にも過干渉な親とか、逆に無干
渉な親とか、いろいろあるかと思います。では、アンテナの高い親というのはどのような
特徴があるのでしょうか。アンテナの低い親はやはり無干渉な親ということになりましょ
うか。
小松：先にお話した例では、アンテナの低い親というのは、娘の下着がコロコロ変わっ
ているのに、頓珍漢なことを考えていて、それに気づかないような親です。自分の子供だ
ったら、当然「あの子、下着をどうしているんだろう？」と考え付かなければならないと
ころを考え付かない。これは、アンテナが低いんだなあと感じます。あるいは、こんな例
もありました。子供が「家出してきた」と言っているのに、照会してみると家出人の届け
出が出ていない。家に電話してみると、「２、３日すると帰ってくると思った」という親
が少なからずいます。中学生の子供が何日も帰ってきていないのに、届出を出さないとい
う、その感覚は何なんですか、と言いたいですね。そういうと、「何度言っても同じこと
を繰り返しているから」と答えてきます。じゃあ、繰り返しているから家出届も出さない
で、ただ待っていればいいのか。「いつものことだ、あと２、３日すりゃ帰ってくるさ」
と自分でアンテナを収納してしまうので、本当にいいんだろうか。もしも、その家出した
子が被害に遭っていたらどうする。被害に遭う直前に職務質問を受けていたとしましょ
う、この時に、家出人の捜索願が出ていないかどうか照会して、それが出ていないとなる
と、そのお巡りさんは、「分かりました。さよなら」と言って、帰してしまうかも知れな
い。帰してから、その子が犯罪に巻き込まれて死んだりしたらどうするんですか。届出の
紙１枚出していれば、そこで家出人が見つかって、親元に戻せるんですよ。手間を惜しん
じゃいけない、という言い方もおかしいですが、自分の産んだ子は、その子が巣立ってい
くまでは、手間をかけてやらなきゃいけません。物じゃないんだから。ペットじゃないん
だから。こういうことを、よく親には言います。しかし残念ながら、アンテナを収納する
どころか、先ほど紹介した、蕎麦屋でみかけた夫婦の例のように、アンテナが折れてしま
ってそもそも無い人もいます。あれは、アンテナが低いんじゃなくて、それよりも以前、
アンテナが無いケースですよね。心理的な児童虐待ですから。そういう人に対しては、正
直なところ、苦労します。
フロア：本日はありがとうございました。援助交際をやっている少年が小遣い稼ぎをや
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っている事例が紹介されましたが、学費、生活費を稼ぐために非行を行なっている事例の
場合と、お小遣い欲しさに非行を行なっている事例の場合とで、補導の仕方に違いがある
のでしょうか。
小松：援助交際は不健全な行為となりますので、目的がどうであれ、補導の仕方は一切
変わりありません。生きるためにお金を稼ごうと援助交際をやるというのは、それはそれ
で問題で、ではそもそも何故そんなにお金が無いのか、というところに入っていけば、親
がご飯を食べさせてくれないというケースもしばしば出てきます。だからと言って、「じ
ゃあ、頑張って稼ぎなさい」とは言えませんよね。不健全で、いけない行為であることに
変わりはないのです。生活費がどうしても足りないようなケースについては、生活保護な
ど様々な社会的庇護を受ける手段があるのだから、「身体を売って構わない」という話に
はなりません。私たちは、譲っていいところと、絶対に譲ってはいけないところと、けじ
めをキッチリつけてやっています。
フロア：本学の大学院に在学している者です。本日はありがとうございました。本日の
お話をお聞きして、少年非行とはいえ、結局、周りの親というか、大人の問題が子供に集
約的に表れているという側面が強いことがよく分かりました。親、保護者が自らSOSを発
信してくれれば、予防的に措置出来るかも知れませんが、必ずしもそうでないケースもあ
ると思います。一般的に親、保護者の世代に対して、何か訴えかけというか、啓発活動と
いうか、そういうものをやっておられるのかどうか、お聞きしたいと思います。
小松：学校については、年度替わりの時期とかに保護者説明会がありますので、私たち
は予め学校警察連絡協議会（学警連）や私立学校協会だとかそういったところと提携を結
んで「こういった観点でちょっとお話をしたいんですが」と頼んで、そういう席を設けて
もらいます。その席で保護者の皆さんにそういう目線でお話をする。セーフティ教室の話
だとか、インターネットの「ネットルール」の話だとか、そうお話をして、保護者へのア
ピールをしているところです。
渡邊：そろそろ時間も終わりに近づいてきましたので、次を最後の質問とさせていただ
きます。
フロア：法律学科４年の者です。よろしくお願い致します。非行に向かう要因の１つに
学習があるということでしたが、今では調べものをするのにインターネットを使うことが
一番多いのが現実ですね。中学・高校レヴェルだと、そこに載っている情報がどこまで正
しいかを判定する能力が高くないので、インターネットとの最初の部分に載っている情報
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をそのまま鵜呑みにしてしまうこともあると思います。お話に出た大麻に関する情報も、
上の方の頁に、間違った情報が載っているということでした。そうしたことに対して、何
らかの対策というのはあるのでしょうか。
小松：まず、明らかに犯罪性のある情報、あるいは犯罪を惹起する可能性のある情報に
関しては、サーバーに対して、「この情報は犯罪を惹起しますよ、唆していますよ、まず
いですよ」という申し入れをします。ただ、大麻の場合には、国際的にみて解禁されてい
る国もありますし、１つの意見として掲載しているという側面もあります。「ここで買え
るよ」という情報を載せたら、それはもう犯罪なのですが、研究に関する情報を載せてい
る場合などには、私たちとしても一概に、それは嘘を書いているといえないこともありま
す。いろいろな考え方があるものですから。ただし、例えば「こういうふうにすれば拳銃
を作れる」だとか「実弾を撃てるようになるモデルガンを改造する」だとか、そういう情
報を載せているサイトは明らかに犯罪を惹起しますよね。そういうのはとんでもない話な
ので、こういうものには警察で対応しています。最近はサーバーとかサイトの運営会社と
かで、ちゃんとしたところは自分たちで自助努力をしています。そういうことで会社に泥
がついては困りますので。こういったことは、ネットルールキャンペーンの時にいろいろ
お話をさせて頂いております。このことに付随して、フィルタリングをしっかりかけて下
さいという呼びかけはお母さんたちにはしているのですが、結局、スマートフォンのフィ
ルタリングって管理者は親になってしまいます。親が子供から「ラインを開けて」「ツイ
ッター開けて」…と言われて、「ハイハイ」とそれに従ってしまうと、何の実効性もない、
穴だらけのフィルタリングになってしまいますよね。こういった時には、「子供の話を鵜
呑みにしないで、自分できちんとそのサイトを見て下さい」ということを保護者に対して
します。インターネットに関する啓発活動としては、こんなところでしょうかね。
フロア：有難うございました。
渡邊：フロアからもたくさんの質問を出して頂き、有難うございました。ご報告と質疑
応答を併せて、とてもよい学びの機会となりました。
年末に向かうこの時期は警察も大変な忙しさでして、小松さんも、この後すぐに職場に
戻られるとのことです。文字通り寸暇を割いて、わざわざ今回のご報告のためにご来校頂
きましたことに改めて心より感謝申し上げたいと存じます。本日は有難うございました
（拍手）。
